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サンローズ®（ＣＭＣ）ゲルの調製法について 
サンローズ®Ｆ３００ＨＧ 

高分子電解質であるサンローズは、金属塩の添加により、カルボキシル基の電離状態が変化、様々なゲル

を形成させることができます。 

サンローズ（ＣＭＣ）のゲル化について 
Ｆ３００ＨＧは、高粘度弾性タイプであるＦ３００ＨＣの顆粒タイプです。 
食品添加物であるミョウバン（硫酸アルミニウムカリウム）等の添加により、容易にゲル化し、ミョウバンの添
加量によりゲル硬さを自由にコントロールすることが出来ます。 

表1 サンローズの品質 

銘柄 １％粘度（mPa・s） DS（M/C6） 純分（％） pH 粒子形態
F300HG 2,000～3,500 0.85～0.95 99＜ 6.0～8.0 顆粒品
F300HC 2,500～3,500 0.85～0.95 99＜ 6.0～8.0 粉末

サンローズ（ＣＭＣ）ゲルの調製法 

高強度ゲル（ＣＭＣ２％、ﾐｮｳﾊﾞﾝ15％(対CMC％)添加の場合） 

1. 予め水３５０ml にミョウバン 1.05g（対 CMC15％）を溶解させ、ホモミキサー（特殊機化㈱）で撹拌

（10000rpm）しながらＣＭＣ７.0g を徐々に添加する

Ｆ３００ＨＧ高強度ゲルの状態

2. ②３～５分間撹拌する（硬いゲルを形成します） 

約２L のゲルを調製する場合 

水 ２Ｌ 

ＣＭＣ ４０ｇ 

ミョウバン ６ｇ 

※ＣＭＣを入れたポリ袋に、カリミョウバン溶解水を添加し、

手で揉みながらＣＭＣを溶解させ、静置することでもゲル

調製が可能です。 

サンローズの銘柄、金属塩の種類、添加量により、ゲル硬さを自由にコントロールすることが出来ます。 

※サンローズは、高粘度品を高濃度で溶解させることでゲル様溶液の調製も可能です。 
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